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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 5,529 0.3 △69 ― △53 ― △92 ―
22年3月期第2四半期 5,512 △8.2 △66 ― △47 ― △65 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △7.04 ―
22年3月期第2四半期 △5.02 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 12,622 7,421 58.8 564.45
22年3月期 13,887 7,601 54.7 578.10

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  7,421百万円 22年3月期  7,601百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 7.50 7.50
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想） ― 7.50 7.50

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,000 △0.4 160 23.1 150 0.0 120 18.8 9.07



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 13,233,000株 22年3月期  13,233,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  84,860株 22年3月期  84,790株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 13,148,195株 22年3月期2Q 13,150,980株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
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当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、アジア向けの輸出拡大等により企業収益は回復の兆し

が見られますが、急激な円高の進行や株安等の不安要因によって、景気の先行きは引き続き不透明な状

況で推移しております。 

 当社の関連するコンクリート製品業界におきましては、財政の悪化に伴う公共事業予算の縮減及び民

間設備投資の抑制などの影響が大きく、加えて第２四半期累計期間は期間的要因である不需要期にあた

り、依然として厳しい業況となりました。 

 このような状況の中で当社は、新たに中期経営３カ年計画Chalenge「NewRebirth」を策定し、当社の

主力製品でありますボックスカルバートの、施工性経済性を追求した耐震性接着継手工法「Ｔ・Ｂ（タ

ッチボンド）工法」や環境を重視した施工方法であります「ＥＣＯ－ＣＬ（エコ・クリーンリフト）工

法」の、積極的な普及・拡販を軸に販売力強化に努めてまいりました。当第２四半期累計期間の売上高

は55億２千９百万円となり、前年同四半期に比べ0.3％の微増収となりました。 

 しかし、損益面におきましては、製造原価管理と販売費及び一般管理費の節減への取り組みを続けて

まいりましたが販売競争の激化から価格面での改善が出来ず、営業損失は６千９百万円(前年同四半期

は６千６百万円の損失)、経常損失では５千３百万円（前年同四半期は４千７百万円の損失）となりま

したが、この厳しい状況下、前年同四半期とほぼ同額の損失に踏みとどまることができました。しかし

残念ながら資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額２千５百万円の特別損失及び税金費用等の計上に

より四半期純損失は９千２百万円（前年同四半期は６千５百万円の損失）となりました。 

  

 ①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期会計期間末における総資産は126億２千２百万円（前事業年度末に比べ12億６千４百万

円減少）となりました。流動資産は前事業年度末に比べ13億６千９百万円減少し、94億１千４百万円と

なり、固定資産は１億４百万円増加して32億８百万円になりました。流動資産の主な減少は、受取手形

及び売掛金の減少15億３千９百万円となっております。 

当第２四半期会計期間末における負債は52億１百万円（前事業年度末比べ10億８千５百万円減少）と

なりました。流動負債は前事業年度末に比べ10億６千６百万円減少し、47億１千４百万円となり、固定

負債は前事業年度末に比べ１千８百万円減少し、４億８千６百万円となりました。流動負債の主な減少

は支払手形及び買掛金の減少10億８千３百万円であります。 

当第２四半期会計期間末における純資産は74億２千１百万円（前事業年度末に比べ１億７千９百万円

減少）となりました。主な減少は四半期純損失９千２百万円及び配当金の支払９千８百万円による利益

剰余金の減少１億９千１百万円となっております。その結果、自己資本比率は58.8％となりました。 

 ②キャッシュフローの状況 

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」と云う）は前期末に比べ、１億９

千４百万円増加（前年同期は５億８千３百万円の増加）し、当第２四半期会計期間末残高は10億３千万

円となりました。 

営業活動における資金収支は、税引前四半期純損失が８千２百万円となり、減価償却実施額７千７百

万円、売上債権の減少15億１千４百万円等の資金増加が、仕入債務の減少10億５千万円等の資金の減少

を上回ったことにより、資金の増加は４億９百万円（前年同期は７億５百万円の増加）となりました。

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報
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投資活動における資金収支は、定期預金の払戻による収入１億円等の資金の増加を、有形固定資産の

取得による支出９千万円、投資有価証券の取得による支出１億２千５百万円等の資金の減少が上回った

ことにより、資金の減少は１億１千７百万円（前年同期は２千４百万円の減少）となりました。 

財務活動における資金収支は、支出は配当金の支払額９千７百万円等により、資金の減少は９千７百

万円（前年同期は９千７百万円の減少）となりました。 

  

わが国経済の現況は、政府による景気刺激策や中国をはじめとしたアジア新興国への輸出増加などを

背景として、一部に景気の持ち直し傾向がみられるものの、民間設備投資や個人消費の低迷は改善がみ

られず、公共事業は削減の傾向が続くと見込まれ、当社を取巻く経営環境は依然として厳しい状況が続

くと思われますが、引続き新工法の普及・販路の拡充や、徹底した効率化の推進等により、全力を挙げ

て収益向上に努めてまいります。  

なお、平成23年３月期通期の業績予想につきましては、公共事業の発注状況にもよりますが、前回発

表予想を据え置いております。  

  

  

  

  

  

  

  

  

(3) 業績予想に関する定性的情報
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１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期会計期間末の貸倒実績率が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

る場合には、前事年年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２．棚卸資産の評価方法 

第１四半期会計期間末と第３四半期会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略

し、前事業年度末又は第２四半期会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定してお

ります。 

３．固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 

４．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前事業年度末において使用した将来業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法としております。 

資産除去債務に関する会計基準等の適用 

第１四半期より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これにより、当第２四半期累計期間の税引前四半期純損失が25,600千円増加しております。また、当

会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は25,600千円であります。 

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,595,733 3,500,876

受取手形及び売掛金 4,168,377 5,707,688

製品 1,323,777 1,355,535

原材料及び貯蔵品 125,854 106,372

その他 208,352 130,068

貸倒引当金 △7,446 △16,089

流動資産合計 9,414,648 10,784,451

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 273,801 281,230

機械及び装置（純額） 148,003 159,066

土地 1,712,666 1,712,737

その他（純額） 280,225 288,327

有形固定資産合計 2,414,695 2,441,361

無形固定資産 76,359 75,974

投資その他の資産

投資有価証券 471,477 326,197

その他 263,782 277,876

貸倒引当金 △18,182 △18,267

投資その他の資産合計 717,077 585,806

固定資産合計 3,208,132 3,103,141

資産合計 12,622,781 13,887,593

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,158,834 4,242,816

短期借入金 1,300,000 1,300,000

未払法人税等 11,562 21,072

賞与引当金 73,272 95,490

その他 170,790 122,078

流動負債合計 4,714,459 5,781,458

固定負債

退職給付引当金 96,608 120,781

長期未払金 264,910 265,930

その他 125,375 118,417

固定負債合計 486,893 505,128

負債合計 5,201,352 6,286,587
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,204,900 1,204,900

資本剰余金 819,054 819,054

利益剰余金 5,425,551 5,616,700

自己株式 △44,688 △44,649

株主資本合計 7,404,818 7,596,005

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 16,610 4,999

評価・換算差額等合計 16,610 4,999

純資産合計 7,421,428 7,601,005

負債純資産合計 12,622,781 13,887,593
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(2) 四半期損益計算書

【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 5,512,784 5,529,742

売上原価 5,028,695 5,076,402

売上総利益 484,088 453,339

販売費及び一般管理費 550,967 522,415

営業損失（△） △66,879 △69,075

営業外収益

受取利息 13,147 9,389

受取配当金 2,560 2,500

その他 21,498 21,240

営業外収益合計 37,206 33,130

営業外費用

支払利息 9,613 9,613

その他 8,232 7,841

営業外費用合計 17,846 17,455

経常損失（△） △47,518 △53,399

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 2,214

投資有価証券売却益 513 －

その他 49 －

特別利益合計 563 2,214

特別損失

固定資産除却損 2,996 5,794

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25,600

特別損失合計 2,996 31,394

税引前四半期純損失（△） △49,951 △82,579

法人税、住民税及び事業税 9,387 9,279

法人税等調整額 6,658 678

法人税等合計 16,046 9,957

四半期純損失（△） △65,997 △92,537
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【第２四半期会計期間】

（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 3,291,028 3,083,813

売上原価 3,025,720 2,818,333

売上総利益 265,308 265,479

販売費及び一般管理費 278,302 264,800

営業利益又は営業損失（△） △12,994 679

営業外収益

受取利息 5,137 3,592

受取配当金 153 164

その他 18,777 15,903

営業外収益合計 24,067 19,660

営業外費用

支払利息 4,833 4,833

その他 4,657 4,662

営業外費用合計 9,490 9,495

経常利益 1,582 10,844

特別利益

投資有価証券売却益 513 －

貸倒引当金戻入額 － 79

特別利益合計 513 79

特別損失

固定資産除却損 2,325 1,026

特別損失合計 2,325 1,026

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △229 9,897

法人税、住民税及び事業税 4,742 4,636

法人税等調整額 △22,170 △15,957

法人税等合計 △17,428 △11,321

四半期純利益 17,198 21,219
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △49,951 △82,579

減価償却費 81,460 77,809

退職給付引当金の増減額（△は減少） △21,994 △11,894

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △35,550 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,225 △8,728

賞与引当金の増減額（△は減少） △10,162 △22,217

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,000 △10,000

受取利息及び受取配当金 △15,708 △11,890

支払利息 9,613 9,613

有形固定資産除却損 2,996 5,794

有価証券評価損益（△は益） △513 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25,600

その他の営業外損益（△は益） 167 －

その他の特別損益（△は益） △49 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,312,820 1,514,547

たな卸資産の増減額（△は増加） △118,538 12,276

その他の資産の増減額（△は増加） △26,337 △53,989

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,483 △12,106

仕入債務の増減額（△は減少） △396,858 △1,050,555

その他の負債の増減額（△は減少） 12,209 48,044

小計 722,894 429,723

利息及び配当金の受取額 12,835 9,764

利息の支払額 △9,613 △9,613

法人税等の支払額 △21,061 △20,718

営業活動によるキャッシュ・フロー 705,055 409,155

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △81,507 △90,101

ソフトウエアの取得による支出 － △1,318

投資有価証券の取得による支出 △442 △125,841

投資有価証券の売却による収入 55,412 －

投資その他の資産の増減額（△は増加） 2,561 20

差入保証金の差入による支出 △2,710 △254

差入保証金の回収による収入 2,343 469

投資活動によるキャッシュ・フロー △24,343 △117,025

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △1,372 △38

配当金の支払額 △96,017 △97,234

財務活動によるキャッシュ・フロー △97,389 △97,272

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 583,321 194,857

現金及び現金同等物の期首残高 590,940 835,876

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,174,262 1,030,733
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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